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発行元  地方独立行政法人 

市立大津市民病院 地域医療連携室 

住 所  〒520-0804 

滋賀県大津市本宮二丁目 9 番 9 号  

電 話  077-526-8192 

F A X  077-522-0192 

だより内に    が 5ヶ所登場しています。ぜひ探してみて下さい。疫病退散。 

発行日：2023 年 2 月 1 日 

この度、副院長を拝命しました消化器内科の髙見史朗です。重責をお引き受けし身の引き締まる思いです。精一杯努

めて参ります。どうぞ宜しくお願いいたします。 

私は卒後 10年目の 1997年、当院に入職いたしました。学生時代はボート部に所属し、瀬田の艇庫で生活していた時

期もあり、大津は思い出深いところ、故郷に戻ってきたような気持ちで入職したことを憶えています。本年度で在籍 26年

目、医師としてのキャリアの約 4分の 3を当院で過ごさせていただきました。当時、症例数が増加していたウィルス性肝

炎、肝癌の治療などを中心に、時間軸の長い肝疾患を長期間にわたり存分に診療させていただき、専門領域である肝

疾患の理解を深められたことに感謝しております。 

2019年に診療局長を拝命し、救急診療、医療安全、地域医療連携をはじめとした病院の横断的な業務に携わること

となりました。以降の 4年間は、非常に多くの eventが発生した期間でした。特に、3年前の 2020年冬に我が国にも発

生した COVID-19は大きな脅威であり、第 1波を迎えたときの緊張感は鮮明に記憶しています。県の感染症指定病院

である当院は、この脅威に対して全力で診療にあたってまいりました。この過程で、院内の各部署が知恵を出し合い、話

し合いを重ねることで、院内に一体感が生まれ、またそれぞれの役割を果たすことにより、逞しさや、良い意味でのプラ

イドを得たように感じています。このような中、昨年お迎えした河内理事長、日野院長から新しい風を吹き込んでいただ

き、現在の当院は、私が当在籍した 26年間の中でも、最も機運が高まっています。 

超高齢化社会と言われて久しくなりますが、3年間にわたるコロナ禍により、この問題が先んじて炙り出されたと思いま

す。今後さらにすすんでいく超高齢化社会に医療がどう対応していくかが社会のニーズであり、これに応えていくのが

我々医療者の使命です。そのためには、様々な職種を交えた地域におけるチーム医療の重要性が益々高まっていま

す。当院も地域の先生方と協力して、この使命に応えていきます。今後とも引き続き宜しくお願い致します。 

 

市立大津市民病院 検索

本年 1 月から中嶋敏宏副院長（小児科）に加えて髙見史朗副院長（消化器内科）、田中慶太朗副院長（外科・消化器

外科・乳腺外科）が新しく就任いたしました。河内明宏理事長（泌尿器科）、日野明彦院長（脳神経外科）とともに病院

運営を行っていきますのでよろしくお願い申し上げます 
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令和5年1月1日付で地方独立行政法人市立大津市民病院 副院長を拝命いたしました田中慶太朗でございます。 

私は大阪府高槻市にある大阪医科薬科大学 一般・消化器外科学教室で腹腔鏡下手術を中心とした消化器癌に

対する低侵襲手術の普及・発展に従事してまいりました。腹腔鏡下手術では患者さんへの外科的侵襲が軽減され術

後の回復が飛躍的に向上するため、患者にやさしい手術治療として多くの先生方ともその効果を共有してまいりまし

た。近年ではロボット手術が導入され、さらに精緻な低侵襲手術が可能となってきています。 

2016年からは特別任命教員教授、専門教授、一般・消化器・小児外科 科長などの役職に就き、臨床、研究、教育

にも従事し、大学や病院全体を客観的に観察、評価する経験をしてきました。 

市立大津市民病院では昨年に院内での信頼関係の破綻から医師の大量退職が問題となり、通院中の患者さん、

連携医療機関をはじめ多くの皆様に多大な心配をおかけしました。私は微力ではございますが、大津市民の皆様か

らの信頼を回復し、安心して通院していただける一致団結した市民病院として新たな一歩が開始できるように全力を

尽くす所存です。 

120年以上、大津市の雄大な自然環境の下で市民の皆様に寄り添って歩んできた病院を、明るい次世代にも貢献

できる病院として利用いただけますように、一歩一歩進んでいきたいと考えております。 

これからの病院に対する要望や質問など、皆様の忌憚のないご意見をいただければ幸いです。どうぞよろしくお願

い申し上げます。 

大住 渉    田中 慶太朗       駕田 修史       深山 華子 
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地域の先生方におかれましては、平素より大変お世話になりありがとうございます。 

皮膚科は、貫野、古谷、外園の 3名のスタッフ（うち、皮膚科学会専門医 2名）で診療を行っております。当院でとくに力を

入れている分野として、円形脱毛症、尋常性乾癬、アトピー性皮膚炎があります。円形脱毛症とは、リンパ球が毛根を異物

と間違えて攻撃し脱毛してしまう、いわゆる自己免疫疾患であると言われております。なぜ、毛根を異物と認識し、攻撃して

しまうのかはわかっておりません。当院で円形脱毛症が疑われる脱毛症の患者さんが受診された場合は、まずは、スクリー

ニングの血液検査とダーモスコピーによる診察を行い、本当に円形脱毛症か、他の疾患の可能性がないかを調べます。検

査の結果、円形脱毛症であった場合、15 歳以上の患者で脱毛面積が 25％以上 or 急速進行性の場合は 3 泊 4 日の入院

の上、ステロイドセミパルスの点滴を行っています。ステロイドセミパルスは発症 6 ヶ月以内に施行することで有効性が高い

と言われています。脱毛の進行が止まる固定期に入れば、局所免疫療法（当院では DPCP を使用）を行います。脱毛範囲

が狭い場合はステロイドの局注を行うこともあります。また最重症型では JAK阻害薬の内服を行うこともあります。尋常性乾

癬は皮膚表面の細胞が過剰に増殖することで、銀白色の皮膚の粉（鱗屑）を伴う紅斑が生じる病気です。ただ皮膚だけで

はなく、爪や関節にも炎症を起こすことがあります。とくに関節に炎症を起こした場合は、乾癬性関節炎と言われ、進行する

と関節の変形を来します。このため、なるべく早期の治療介入が必要と言われております。当院では、中等度から重症の患

者様に対して内服治療、生物学的製剤の注射を行っております。関節炎に対しては MRI検査や血液検査を行い、乾癬に伴

う関節炎なのかを整形外科とも協力して診断いたします。どの薬剤を使用するかは、検査所見、症状を考慮しつつ、患者様

と相談して選択しています。生物学的製剤では種類によっては半数以上の患者さんでほぼすべての皮疹をなくすことができ

ると報告されています。アトピー性皮膚炎に対しても最近は生物学的製剤や JAK 阻害薬など新規の治療が増えてきてお

り、皮疹をほぼすべてなくす寛解状態を以前より目指せるようになってきました。外来では重症度を見ながら患者さんと相談

しつつ、その人に合った治療を選択し、進めております。 

地域の先生方、患者さんから信頼できる病院となるよう精進してまいりますので、今後とも何卒よろしくお願いします。 

2013年 4月より市立大津市民病院形成外科で非常勤勤務をしております。 

形成外科は身体に生じた組織の異常や変形、欠損、あるいは整容的な不満足に対して、機能と形態を改善さ

せ、できるだけ美しくすることを目標に、みなさまの生活の質の向上を目標とする外科領域です。当院では美容の

自由診療は行っていませんが、保険診療内で収まる治療方法を中心に説明しながら、改善を目指しています。と

は言っても、形成外科領域で扱う疾患はどういうものがあるのか？とよく質問をいただきます。組織の異常を来す

疾患を考えると、生まれつきのもの（口唇裂・合指症・副耳などの耳の疾患など）、後天的に外傷によるもの（皮膚

欠損や皮膚潰瘍、きずあと、肥厚性瘢痕・ケロイド）、腫瘍によるもの（乳房再建、様々な部位にできた皮膚腫瘍

切除再建等）、その他眼瞼下垂等々や組織変性によるものが挙げられます。そのうち、当院では、副耳などの耳

変形も扱っておりますが、後天的な疾患に対する診療をよく扱っています。疾患そのものについてはもちろん、皮膚

科、整形外科、外科など他科と連携した診療を行っております。そして、組織修復を行う方法として、皮弁形成や

皮膚移植方法などを症例によって組み合わせています。上記のようなことで、体のいろいろな部位での悩みや気に

なるところがあれば、どうぞご相談下さい。 
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出身大学・卒業年度 

獨協医科大学 令和 2年度 

趣味・特技・好きな時間の過ごし方など 

映画鑑賞 旅行 

医師を目指した理由 

父親の影響 

どんな医師になりたいですか？ 

患者とコミュニケーションとりながら共に治療していく医師 

研修医 2年目の目標 

来年度へ向けて自己研鑽をしていく 

地域の先生方へのメッセージ 

地域の医療貢献できるよう精一杯頑張りますのでよろしくお願いします 

クイズの答え：1 ページ目 右下/2 ページ目 左下

/3ページ目 右下/4ページ目 2 年目研修医 右下

/MSWアイコさん タイトル内 

② 

③ ④ 

① 

令和 5年 1月 15日（日）（9：00～12：30）に平野コミュニティセンター内で行われました。平野学区自治連合会主催の

健康フェスティバルに、当院からも血糖測定、骨密度測定、救急医療体験（心肺蘇生法・AED）コーナーを設け、当日は

90名を超える市民の方々にご参加いただきました。 

今後も市民の皆様の健康の保持・増進のための活動を行っていきたいと考えております。 

※マスクは外して描いています 


